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みよし市民病院 広報誌
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囮田Cure病気のおはなし

囮H Cureリハビリのおはなし

皿弱新任医師をご紹介します!

団田連携病院・診療所紹介

題】高齢者の熱中症対策

田 みよし市民病院を支えるチーム紹介

皿彊みよし市民病院 職員募集中!

為
粍

白
砲

】
」療医域地，“に緒一

とちた私

ｅ

　

静

弘

「

貢献してくれる仲間を募集してい

まずはお問い合わせください。
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(看護師修学資金)制度もあります

みよし市民病院の看護師ψ ざす学生の皆さんに、修

学資金を貸与します。勤務年数に応じて、返還が免除

されますので、ぜひお申し込みください。
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みよし市民病院管理課

TEL 0561-33‐3300
詳しくは
こちら
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療養生活を支える

市民病院の使命。
〒470-0224愛 知県みよし市三好町八和田山15番地
TEL 0561‐ 33‐3300
http:〃www.hosphal‐ miyoshi.ip/

Φ乳点此庫厨源肝 発行責任者/院長伊藤治
発 行/みよし市民病院広報グループ
記事提供/中日新聞広告局
編集協力/プロジェクトリンクト事務局
発行日/2022年7月
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資 格

年 齢

募集職種

看護師の資格を有する人

昭和39年 4月 2日以降に生まれた人

介護福祉士の資格を有する人、または介護

職員初任者研修修了者の資格を有する人

昭和39年 4月 2日以降に生まれた人

資 格

年 齢

看護師

看護助手

靱
お問い合わせ

みよし市民病院の理念  みよし市を愛し、みよし市民の健康に寄与することを誓います。

□ 患者さんの尊厳を重視し、公正な医療を行います。

□ 思いやりと、心のふれあいを大切にした医療を行います。

□ 常に医療の進歩に目を向け、質の向上に努めます。

日 市民の皆さんに信頼される医療を行います。
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地域医療の向上を目指し、保健・福祉との連携を図

'サ

ます。

基本方針

病院広報誌 特設サイト LINE(公式〉アカウント

地域の皆さんや連携機関の皆さんと  病院広報誌「サツキ晴れ」の日NE
「みよし市民病院」を情

`

報で繋ぐ、広報誌連動型

コミュニケーションサイト。

ぜひご覧ください。日麗閉島

(公式〉アカウントを開

設しました。QRコードか

ら「友だち追加」をお願

いいたします。 Ⅷ帥
キ

れ

ツ

晴

山一日Ｗガ／　蜘醜

ご自由に

お持ち

ください

つなぐ仕事 在宅療養支援特集
Φ乳土角庫原原肝
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療養生活を支える

市民病院の使命。
在宅療養支援特集

みよし市民のための病院として、 1

増え続ける在宅療養を守つていく。
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在
宅
療
養
し
て
い
る
思
者
の

一
時
的
な
入
院
を
受
け
入
れ
る
。

み
よ
し
市
民
病
院
に
併
設
し
て
い
る
み
よ
し

市
訪
問
看
護
ろ
ア
ー
シ
Ｆ
／
で
は
、
訪
問
看
護
師

が
市
内
中
を
駆
け
回
り
、
在
宅
療
養
中
の
患
者

と
家
族
の
生
活
を
支
え
て
い
る
。
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
Ｆ
／
管
理
者
の
足
立
久
美
子
は
そ
の
日
、

９０
代
の
肺
炎
患
者
の
も
と
を
訪
問
し
た
看
護

師
よ
り
「夜
間
の
尿
の
回
数
が
増
え
、
そ
の
都
度

ト
イ
レ
介
助
し
て
い
る
た
め
、
ブ∝家
族
が
こ
こ
数

日
、
ほ
と
ん
ど
寝
て
い
な
い
の
が
心
配
で
す
」
と

報
告
を
受
け
た
。
足
立
は
こ
の
話
に
、
い
つ
も
と

は
違
う
危
険
な
シ
グ
ナ
ル
を
感
じ
取
っ
た
。
「ま

ず
疑
っ
た
の
は
患
者
さ
ん
の
尿
路
感
染
で
す
が
、

そ
れ
と
同
じ
く
ら
い
ご
家
族
の
介
護
疲
れ
が
心

配
に
な
り
ま
し
た
。
フこ
の
ご
家
族
は
本
当
に
一
生

懸
命
介
護
を
し
て
い
て
、
夜
間
の
オ
ム
ツ
も
使
わ

な
い
方
針
を
貫
い
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
真
面
目

に
介
護
す
る
人
ほ
ど
燃
え
尽
き
て
し
ま
い
、
あ
る

日
突
然
『も
う
無
理
で
す
』
と
音
を
上
げ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ラＶ
」
で

一
旦
ご
家
族
に
休
ん
で
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
し
た
」
。
足
立
の
相
談
を
受
け
た
み
よ

し
市
民
病
院
の
主
治
医
は
、
す
ぐ
に
入
院
を
決

断
。
尿
路
感
染
も
含
め
、
体
調
が
回
復
す
る
ま

で
１
週
間
ほ
ど
病
院
で
様
子
を
見
て
、
そ
の
間
、

ご
家
族
に
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

し
た
。

こ
う
し
た
在
宅
療
養
中
の
入
院
の
依
頼
は
、

地
域
連
携
・医
療
相
談
室
へ
入
る
こ
と
も
多
い
。

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
を

フ
ル
に
活
用
し
て
い
く
。

前
章
で
紹
介
し
た
事
例
は
、
い
ず
れ
も
同
院
の

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
で
入
院
を
引
き
受
け
た
も

の
で
あ
る
。
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
と
は
、
病
状
が

安
定
し
た
患
者
の
在
宅
復
帰
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
在
宅
療
養
中
に
急
性
増
悪
し
た
患
者
や
レ

ス
パ
イ
ト
入
院
を
受
け
入
れ
る
と
ピ
２

５
の
役

割
を
担
う
。
同
院
で
は
平
成
２８
年
５
月
に
地
域

包
括
ケ
ア
病
床
を
‐０
床
開
設
、
平
成
３‐
年
２
月

に
１４
床
へ
増
床
、
在
宅
療
養
支
援
に
よ
り
一
層
力

を
注
い
で
い
る
。
「地
域
包
括
ケ
ア
病
床
が
で
き
て

か
ら
、
在
宅
療
養
中
の
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
困

り
ご
と
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
も
そ
の
一
つ
で
す
。
地
域
包

括
ケ
ア
病
床
が
あ
る
か
ら
、
『何
か
あ
っ
た
と
き
は
い

つ
で
も
当
院
を
頼
っ
て
く
だ
さ
い
ね
』
と
胸
を
張
っ

て
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
、
足
立
は
話
す
。

但
し
、
ま
だ
ま
だ
課
題
も
あ
る
。
「地
域
包
括
ケ

ア
病
床
を
は
じ
め
と
し
た
当
院
の
在
宅
療
養
支

援
機
能
が
、
ま
だ
充
分
に
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う

山
田
ゆ
か
り
（副
看
護
師
長
）
は
、
次
の
よ
う
な

ケ
ー
ス
を
話
す
。
「呼
吸
器
疾
患
で
在
宅
酸
素

を
し
て
い
る
ご
主
人
が
い
て
、
そ
の
奥
さ
ん
が
股

関
節
の
手
術
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
奥

さ
ん
の
入
院
中
、
ヂ
∝
主
人
の
介
護
を
ど
う
し
た

ら
い
い
か
、
困
り
果
て
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
ん
な

と
き
、
奥
さ
ん
の
か
か
り
つ
け
医
か
ら
当
院
が
レ
ス

パ
イ
ト
入
院
奮

ラ
ム
参
照
）
を
行
っ
て
い
る
こ
と

を
聞
き
、
ゴ
∝
主
人
の
主
治
医
に
相
談
し
入
院
の

依
頼
を
受
け
ま
し
た
」
。
夫
婦
二
人
暮
ら
し
の
老

老
介
護
の
場
合
、
介
護
者
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し

た
ら
、
た
ち
ま
ち
介
護
が
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
う
。

「奥
さ
ん
の
入
院
中
、
ず
っ
と
ご
主
人
の
酸
素
療

法
と
体
調
管
理
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
、ゴ
∝主
人

に
も
奥
さ
ん
に
も
と
て
も
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
、
フこう
け
つ
ケ
ー
ス
は

今
後
さ
ら
に
増
え
て
い
く
よ
う
に
思
い
ま
す
」
と
、

山
田
は
言
う
。

に
感
じ
て
い
ま
す
。
新
し
く
開
業
さ
れ
た
診
療
所

の
先
生
方
も
含
め
、
地
域
の
在
宅
医
療
チ
ー
ム
の

方
々
に
も
っ
と
情
報
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
山
田
。
一方
、
足
立
は
在
宅
療
養
の
質
の
向

上
を
課
題
に
挙
げ
る
。
「在
宅
療
養
の
質
は
、
サ

ポ
ー
ト
す
る
人
の
知
識
や
技
術
に
よ
っ
て
大
き
く

変
わ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
患
者
さ
ん
の
急
変
に

気
づ
く
力
を
ご
家
族
や
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
な
ど
が
持

て
ば
、
よ
り
安
心
し
て
療
養
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
私
た
ち
の
看
護
の
知
識
を
も
っ
と

伝
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
し
て

い
た
の
で
す
が
、
〈在
宅
で
の
看
取
り
〉
の
勉
強
会

も
再
開
し
て
い
こ
つ
と
考
え
て
い
ま
す
」
。

地
域
連
携
・医
療
相
談
室
と
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
地
域
の
在

宅
療
養
の
こ
れ
か
ら
に
思
い
を
巡
ら
す
二
人
。
地

域
の
診
療
所
や
在
宅
医
療
に
携
わ
る
人
た
ち
の

協
業
を
進
め
な
が
ら
、
在
宅
療
養
の
底
上
げ
を

図
っ
て
い
く
。
市
民
の
入
院
治
療
だ
け
で
な
く
、

在
宅
療
養
も
見
守
る
病
院
と
し
て
、
同
院
は
こ

れ
か
ら
も
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
に
力
を
注
い
で

い
く
方
針
で
あ
る
。

在宅療養支援の仕組みを

生活者が,舌用していく。

0レスパイト入院や訪問医療・介

護サービスなど、在宅療養に関わ

るさまざまな制度が整備されてい

る。しかし、それらは内容が専門

的で、広く周知されているもので

はない。

●生活支援サービスは制度を

知っている人だけが恩恵を受ける

のではなく、必要とするすべての

市民に提供されなくてはならない。

そのためには生活者自身が在宅

療養支援の仕組みを理解し、積

極的に活用していくことが重要で

はないだろうか。
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●
レ
ス
パ
イ
ト
と
は
、
〈休
息
・息
抜
き
〉
と
い

う
意
味
。
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
は
、
在
宅
で
介

護
を
し
て
い
る
家
族
が
日
々
の
介
護
に
疲

れ
、
倒
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
一時
的
に

患
者
を
預
か
る
短
期
入
院
の
こ
と
で
あ
る
。

●
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
の
主
な
目
的
は
、家
族

の
介
護
疲
れ
軽
減
だ
が
、
冠
婚
葬
祭
、
入

院
、
旅
行
な
ど
の
事
情
に
よ
り
、
一
時
的
に

在
宅
介
護
が
困
難
と
な
る
場
合
も
受
け

入
れ
可
能
。
な
お
、
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
の
受

け
入
れ
先
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
を
備

え
て
い
る
病
院
に
限
ら
れ
る
。

中国新聞リンクトタイアップ
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よくむせる、食事の後に

声がれ……飲み込む機能の

低下のサインかもしれません。

最近、水分を取るときによくむせる、

食事の後、声がかれることなどはありま

せんか?高齢になってぐ身体が老い衰

えてきたり、筋肉量が減少、筋力が低下

してくると、食べる力、飲み込む力も低

下してきます。

飲食物を咀疇し、飲み込み、胃まで

送|,込む一連の動作のことを摂食疎下

と言い、その機能が障害されることを摂

食味下障害と言います。

本来であれば食道に送られる飲食

物や唾液が、間違って気管に入ってし

まうこと(誤疎 :ごえん)により、身体が

弱っている方や高齢者では、誤疎性肺

―炎を引き起こしやすくな
',ま
す。   「

耳鼻咽喉科

嬢鰻機嬢

‐
の

おはなし―

キュア
01 02
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両

今回のテーマ

摂食疎下障害と誤疎

の

おはなし

今回のテーマ

疎下機能の評価・訓練 ド

大切なのは継続すること。

患者さんに合わせて、

日常生活のなかでできる訓練を支援。、||

病気に繋がる疎下障害と誤疎。

軽症段階での治療と予防が、

健康寿命を引き延ばします。 う，
´
′
ゝ

形防に力点をおいた治療を、

多職種と連携して

提供します。

摂食疎下障害の主な原因は、加齢

の他にも、国腔・Π因頭・食道がん、また、

脳卒中や認知症などが原因の場合も

あ
',ま
す。そのため原因を特定し診断す

るのが、「喉」を専門とする耳鼻Π因喉科

です。

当科では、まず診察を行い、続いて、

疎下内視鏡検査、必要に応じて疎下

造影検査などを実施。飲み込む力の

状態や、喉に何らかの疾患がないかと

いったことを確認します。

疎下障害と診断した場合は、いち早

く看護師・言語聴覚士・管理栄養士と

いった多職種と連携し、食事形態の工

夫や食べ方の改善、栄養指導、トレー

ニング、口腔ケアなどを実施します。軽

症の方は、誤疎による肺炎を引き起こ

さないように、一度でもなったことのあ

る方は、再発させないようにと、予防に

力点をおいた治療を提供していきます。

が疎下障害、誤疎に繋がります。

誰でも、体の筋肉は注意をしますが、喉

の筋肉までなかなか意識がいきません。

思い当たることがある方は、早めに耳鼻

l因喉科への受診をお勧めします。

入院患者さんの

囃下機能の評価や

訓練を行つています。

リハビリテーション課では、誤疎性

肺炎や脳卒中の方、鼻から経管栄養

を取っている方、また、長期の寝たきり

で心身の機能低下を起こしている方な

ど、入院患者さんの疎下機能の訓練を

行っています。

そのため最初に実施するのが、問診

やスクリーニング検査による疎下障害

や誤疎の状態の評価です。評価では、

水や半固形物を飲み込んでいただき、

飲み込む速度やむせ込みの程度、呼

吸の変化、飲み込まれなかった残留物

の量などを確認します。状態によって

は、耳鼻E因喉科医師に依頼し、味下内

視鏡検査を行うこともあります。

リアヽビリテーション課
言語聴覚士

今井瑛子

囃下機能だけでなく、

多職種で生活全般に向けて

サポート。

疎下の状態や障害の程度がわかる

と、疎下訓練を始めます。

訓練といっても、器械を使うようなも

のではなく、国を動かし、舌を出しての

口腔体操、あるいは、筋力を高めるため

に、横になった状態で頭を上げる頭部

挙上訓練といった内容を、患者さんごと

の状態に合わせて行っていきます。

r7の

また、昼食前に病棟の食堂で「お口

の体操」も実施しています。感染予防

にはしっか
',配
慮しつつ、言語聴覚士が

イラストを描いたボードを示しながら、口

や舌を凄力んヽす運動を指導しています。

'また、高齢者に多い誤疎性肺炎の

予防、再発防止の面では、疎下機能だ

けでなく、睡眠リズム、お薬、体力や栄

養状態などにも注意が必要です。看護

師、管理栄養士、薬剤師など、多職種

によるサポートを行っています。

こうした観察、工夫による対応は、患者

さんが地域に戻られてからも重要です。当

院では、現在は病院内だけの疎下機能サ

ポートですが、将来的には、ご家族、施設

の職員さん、また、訪問看護師さんを支援

できるようにツールも充実させ、退院後も

継続的に機能訓練ができる、あるいは、普

段の生活に活用できる、そうした活動にも

取り組んでいきたいと考えています。
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喉の筋肉が落ちる、肺活量が落ちることにも意識を。 地域での継続的な取り組みも視野において取り組んでいます。

―
托

平均寿命と健康寿命 (日常生活に制

限のない期間)とは、男女ともに大きな開

きがあ
',ま
す。寝たきりにならず自立した

生活を送れる期間を延ばすために着目さ

れている一つが、誤疎性肺炎の予防で

す。味下に関係する喉の筋肉は、加齢に

伴い落ちてきます。また、コロナ禍で誰か

と話す機会が減る、出歩かないことでも、

喉の筋肉や肺活量が落ちてきます。これ

疎下機能の訓練でいうと、私は食べ

ることが一番のリハビリテーションだと考

えています。そのため病棟の食堂で患者

さんが食べている様子を、よく見るようにし

ています。あるとき、病棟の介護士から「ゼ

リー粥がゆるく、むせている方がいらっしゃ

る」と報告を受けました。そこで、管理栄

養士とも相談し少しゆるみを調整したら、

むせが無くなりました。
部長

詳しく知りたい。
リアヽビリのこと、

先生、
教ぇて!

痺
一　
　
▼

鶉

Message Message

Ⅷ
WEBサイトで
喉の機能をチェック!

矢野陽子

健康貯金①  定期的に健診を受けて、自分の体のメンテナンスをしましよう。 田 健康貯金②  彩りよく、バランスよく。野菜も食べて元気に過ごしましょう。
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栞斤f壬医自市をご紹介します: 総合診療科ドクターが伝えたい

高齢者の熱中症対策と も や

05

06

よ し だ

小卿部長吉田 智也 ξ

地域のお子さんの成長を支えてまいります。

どんな些細なことでもご相談ください。

令和4年4月、小児科部長に就任した吉田智也です。珂ヽ児科はお子

さんの全身を何でも診る(子どもの総合内科)のような存在だと考えて

います。最初の相談窓口として、気になることがあればどんなことでもご

相談いただきたいと思います。たとえば最近、ずっと続く頭痛や腹痛の

ため学校に通いづらいというお子さんが増えています。そういう場合、お子さんにゆっくり丁寧

に話を聞いて、必要な治療を提供しています。その上で、より専門的な治療が必要な場合は、

連携先の病院へ速やかに紹介させていただいています。

診療で大切にしているのは、優しくわかりやすい説明

です。保護者の方はもちろん、お子さんとも直接お話を

しますし、自分では訴えられない小さなお子さんの場合、

機嫌や元気の有無を注意深く観察するよ)bがけてい

ます。また、こうした一般的な診療のほか、予防医療に

も力を注いでいます。各種予防接種に幅広く対応して

いますのでお気軽にお問い合わせください。

一

いよいよ暑さも夏本番。ご高齢の方にとくに心がけてほしい

熱中症対策について、総合診療科の稲熊里香がお伝えします。

熱中症は、命に関わる病気です。とくtこご高齢になると、熱中症にん`か
',

やすくなります。というのも、高齢者は温度に対する感覚が弱く、暑さを感じ

ヽ`

にくくな
',ま
す。また、汗をかく能力や血液循環が低下して体温調節機

能が弱くなり、暑さに対する抵抗力も低くなっています。さらに、のどの渇

きを強く感じないため、水分不足にもなりがちです。

こうした高齢者の熱中症を防ぐには、屋外だけでなく、室内での対策

も重要です。主なポイントをご紹介します。

お年寄りの方は

1意識して、熱中症を ゴ
1予防しましよう! ゴ

総合診療科医

稲熊里香

名古屋大学医学部卒業。令和2

年、医師免許取得。名古屋記念

病院にて初期臨床研修を受けた

後、令和4年 4月、みよし市民病院

へ入職。

ガ

部屋の気温や湿度をチェック。暑い日は冷房を我慢

せず、適切にエアコンを利用しましょう。

のどが渇く前に、定期的な水分補給をしましょう。塩分を

含む経口補水液がおすすめです。

外出時は涼しい服装をして、人との距離が取れる際はマスクを外

しましょう。マスクをつけると皮膚からの熱が逃げにくく、熱中症に

かか
'ヅ

やすくな
',ま
す。

圏
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みまし市民病院を支える

鯵
ぶチーム紹介
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・
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ポイント0

ポイント0

ポイント0

鐵鰯

穏やかに、優しく、いつも心に太陽を照らし、

思いやりの心を持ち、地域医療、福祉に

取り組みます。

みすクリニックは、平成19年 11月 、三好医療モールに開院しまし

た。院長は、日本内科学会専門医、日本神経学会専 F写医の資格を

有しており、内科プライマリーケア、神経内科診療に対応していま

す。当クリエックでは、特に認知症診断と治療に力を入れております。

また、神経難病、脳卒中後遺症などの訪間診察も行っています。

福祉サービス、訪問看護とも連携し、ど家族の負担を軽減しながら訪

問診察・在宅医療を進めていきたいと考えています。発熱外来も対応

しており、時間的、空間的に完全にわけて診察しております。

患者様の声を傾聴し、さまざまな症状に対応しますのでお困りのこ

とがあればお気軽に当クリニックヘご相談ください。

リラックスして診察を受けられます  院長 翠 健一郎

露 みすクリニック
ダ 〒470…0224 愛知県みよし市三好町小坂75
三好医療モール2F

Ш 0561‐34‐7511

皿 URL httpsノ /www,misu‐ clinic.com/

管理栄養±3名の充実体制。高齢者には、

栄養と食事の大切さをアドバイス。

栄養課では、医師の依頼に基づき、入院患者さん一人ひ

とりの病気や症状に適した食事提供をしています。食事療法

を必要とされる外来患者さん。入院患者さんへの栄養食事指

導や栄養サポートチーム(医師・薬剤師・看護師・言語聴覚

士・管理栄養士など)として、特に栄養不良の患者さんの栄

養改善をサポートしています。その他給食管理など栄養と食

事に関するさまざまな活動を行っています。令和4年 3月から

管理栄養士を増員し、3名体制で患者さんを支援しています。

B瓢

食が細くなりがちな高齢の方は、寝たきり予防のためにも

筋肉量を減らさないことが大切です。担当となった管理栄養

士は、ご飯やたんぱく質 (肉、魚、豆類等 )、 野菜をきちんと取

るなど、栄養と食事の大切さをご説明した上で、入院中だけで

はなく、お家での生活でも常に意識していただくよう継続的に

アドバイスを重ねています。

外来での栄養指導も実施してお
',ま
すので、栄養や食事

のことで相談したい方は、主治医にお申し出ください。
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拶路

平成9年、名古屋市立大学医学

部卒業。名古屋市立大学病院、

日本赤十字社愛知医療センター

名古屋第二病院、聖霊病院など

多くの病院で豊富な臨床経験を

積む。令和4年4月より現職。

資格 。所属学会 ……… ……

資格。所属学会 :日 本小児科学

会、日本アレルギー学会、日本小

児感染症学会

Profile

みすクリニック

Our Partner

連携病院・診療所紹介

V01日 9

栄養課

田 健康貯金③  歩いて買い物、庭の手入れ、孫と遊ぶなど、日々の生活に体を動かす習慣を。 田 健康貯金④  ぬるめのお風呂でリラツクス。疲れを取り元気に明日を迎えましょう。


